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１．はじめに  

 湖沼は閉鎖性が強いため水交換能力が低く，富栄養化し

やすい水域である．このため水質汚濁が進行しやすく湖沼

の水環境保全は容易ではない．このため湖沼の水質浄化工

法が種々提案されているが，近年湖沼が本来有していた生

態系を回復することで水質環境の保全を行う試みが進め

られている．その一つに沈水植物の再生による方法がある

1)．沈水植物による湖水の栄養塩や濁度の低下．それにと

もなう植物および動物プランクトンの発生など豊かな生

態系を育むことが期待される． 

 沈水植物の再生は全国的に行われているが，主流の方法

は湖水の水位を低下させ，太陽光によって底泥に含まれて

いる種子を発芽させる方法である．しかしながら，この方

法では大掛かりな工事が必要であり，コストが掛かること

が問題点である．水位を低下させることなく発芽を促す新

しい手法として LED光を湖底近傍で照射することが考えら

れる．本研究では，この新しい方法の第一歩として LED

光のよる沈水植物（ここではシャジクモを対象とする）の

発芽実験を行った．その結果を報告するものである． 

２．実験方法  

 図-1に示すように，水槽に休耕田（福岡県太宰府市内山）

から採取した土を厚さ 9cm に敷き詰め，浄水を 6cm の水

深となるように注いだ． 水面から 5cm（底泥から 11cm）

の高さに LED 灯を設置して照射を行った．LED は単一波

長の光を発光できることが特徴で，ここでは青色および赤

色を発光できる LED を用いた． LED 光を連続照射（24

時間明条件）した．青色照射の水槽，赤色照射の水槽およ

び無光条件の水槽をインキュベーターに入れ 20℃の一定温度条件で培養した．インキュベーター内には LED

光以外の光が入らないようにした．またそれぞれに水槽の周りにアルミホイルを巻いて遮光を施した． 

 インキュベーターで 35 日間培養した．その間適宜，底泥からの発芽状態の観察を行った．また 35 日後の水

槽内の水の水質分析を行った．分析項目は溶存酸素（DO），三態窒素，全窒素，全リン，リン酸態リンである

が，ここでは紙面の都合上，DO，全窒素，全リンの結果のみ示す． 

 

図-1 調査対象地域 

 

写真-1 底泥の状況（培養前） 

表-1 培養後の出現種 

 出現種 無光条件 青色LED 赤色LED

コナギ 〇

ウキクサ 〇 〇
アオウキクサ 〇
イヌホタルイ 〇
マツバイ 〇
シャジクモ類 〇 〇  
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３．実験結果と今後の課題 

 写真-1に培養前の底泥の状況を示す．写真-2に赤

色照射の場合の実験後の状況を，写真-3 に青色照射

の場合の実験後の状況を示す．いずれも植物が発

芽・成長していることが分かる．表-1 に出現した種

を示す．○が出現した種を表す．種の種類としては

赤色の場合が多い．ジャジクモは赤色，青色ともに

出現しているが，出現株数としては青色の場合の方

が多かった． 

図-2に培養後の DOの結果を示す．培養前のデータ

は計測していないが，飽和に近い状況であったと思われる．無光条件では 0.17mg/l（飽和度 2.0%）であるが，

赤色 LED 光では 5.76 mg/l（飽和度 65.5%），青色 LED 光では 2.55 mg/l（飽和度 30.9%）であった．無光では

植物が発芽していないため，貧酸素状態になったままである．一方，植物が存在している照射系では光合成作

用により酸素が発生し貧酸素状態になっていない．個体数が多かった赤色照射系の方が青色照射系よりも DO

が高い．図-3 および図-4 に全窒素と全リンの結果をそれぞれ示す．照射条件毎に二本のバーがあるが，いず

れも左側が培養前で右側が培養後である．無光系においても微生物の作用で脱膣，脱リンが発生しているよう

である．照射系では窒素においては赤色が，リンにおいては青色に大きな低減効果が見られた． 

 LED 光でシャジクモが発芽することが確認できた．今後は照射強度や水温などを変化させ，発芽条件をよ

り明確にしていく予定である．本研究に遂行に協力してくれた当時 4年生の黒崎裕一君に謝意を表します． 
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図-4 全リンの結果 

     

写真-2 赤色照射の場合の培養後の状況       写真-3 青色照射の場合の培養後の状況 
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図-2 DOの結果                            図-3 全窒素の結果 

 


